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〇学校教育目標 

「 安心を勇気に変え、挑戦の一歩を踏み出す生徒の育成 」 

今年度の三川中学校の経営方針は「多様な子どもが安心して学べる環境づくり」とし、これまで育んでき

た挑戦する姿をさらに育むためには、土台である“安心”が大事であると、教職員で確認してスタート。また、

校訓である「自律・共生・創造」をすべての目標の中に溶け込ませたり、“めざす生徒像”は生徒会を中心に

作成したりするなど、歴史ある学校の校訓や学校の主役である子どもの意見も大事にしながら、学校教育目

標を作成しました。 

  めざす生徒像、めざす教師像、めざす学校像のその先に、学校教育目標の実現を掲げています。そのため

にも、まずは感謝や承認の飛び交う学校を目指します。 

 

〇体育大会に向けて 

7日（木）の３・４時間目、体育大会に向けての全校体育がありました。3時間目のグランドでは行進の

時に風で落とした帽子を、気づいた生徒が拾う場面が複数見られ、気づいたら動く姿が・・・。続く 4時間

目の体育館では、ソーラン節の練習がありました。「困っている人いないか～」という体育科教諭の投げか

けに「大丈夫です」と生徒が大きな声で返事。間髪入れずに「ありがとう。みんな、ちょっといいかな。こう

したこと（コミュニケーション）が社会に出たときに大事になってくるからね。」といった話をされていまし

た。後半は「一人になっている人はいないか」という投げかけや、皆の手本となって全力を出し切る生徒の

姿に皆で拍手する姿・・・。 

“誰一人取り残さない” 

長崎市の令和 8年度教育方針の共通キーワードである“誰一人取り残さない”の実現に向けて、本校

でも行事を通して育んでいます。

 


